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唾液中ストレスマーカーを用いた新たな高齢者の運動効果指櫻の探索  
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目 的   

加齢や各種疾患によ貞一j、内分泌系や免唆系など  

の生理械能の低下がぁられると、範巌や筋力ダ〉既  

下、数年期障害や骨組Lよう癌」生活習慣璃など  

の凝患率が高まる。1それゆえ、身体観窺などの離  

懇的欄面だけではなく、加齢や疾患により放下す  

る生理機能を維持・改脅することは、生活習慣璃  

の予防の観点からも非常に亀要と考えられる≡ユ   

運動ほ生理応答を高め、この応答変化ほ運動に  

よる身体適応に寄与Lている。それゆえ、運動に  

対する生体内の応答性を評価することは運動勃発  

を把擬する上で非常に底質と考えられる。Lか  

L、実際のスポーツ現場においては、トレーニン  

ダによる生理生化学的因子の辞儀には、探忽によ  

勘辞儀することが多く、対象に苦痛を伴うことや  

簡便かつ軽時的に評価できない閉観点もあった。  

よ中泉際のスポーツ硯鴇にて高齢者のトレーニふ  

ダ効果を評価することを考えると、寮後襲的かつ  

簡便で軽時的に辞儀できる方法が有益であると考  

えられる 

近年、測冤横笛の進歩に伴い、唾液を検体とし  

て様々なストレスに応答する生理活性物質の測定  

が可能になった。とくに高齢者のトレ岬ニングに  

おいて、簡憎かつ竃期的な湖竃が衰丁能とな毒」き ∴運  

動との関連性について検討することば、蒼海齢者の  

トレーニンダ効果の評儀に唾液中ストレスマー  

カーが役立つ可能性が考えられ濁甘そこで事績鷲  

でほ、商齢者を対象に鍵線的な過勤トレ√－ニンダ  

が唾液中ストレスマー☆一に及ぼサ影響について  

検討することを目的とLた   

方 法   

箪執な運動習慣を持たない高齢努女ほ篤 いを芝  

均；b7．ニ級↓を対象とL、トレーニンダ群り摘審∴  

およぴコントロール群 鳩名′）に分けた。トレー  

ニシ′ダ群は、トレーニンダを行うために、寛厳参  

加厳に医師によるメディカルキェ′～タを受けJ  

レーニンダ参観に寛頗がないと診断を受けた忍と  

Lた．山一なお、本研究は∃‾筑波東学Å闘緻倉紺学研  

駕絆研究倫理委飼会」の承認を得て実施した 

潮竃は、トレーニシーダ覇と壬2凋のトレーニン  

ダ後に行ったr′唾液サンザきしの採取は午蔚漫時3（）  

軌二耗山した。酪臼の午綾9時以降から食事を制  

限Lた紙筆で、唾液採取および身体組成i体乳  

棒敬司那寧、衛曙塵凱降懸防塵螢ノ、および緻太  

挙上巌魔王0眠狩野tit加m＆乳i′mⅦ弧iRMjの溺窓  

も各期に行った。唾液中ストレスマーカーの洞窟  

磁臼は、タンパタ同化ホ飽モンであるテストステ  

ロン、デヒドロエビアンドロステロン ＝DHEA∴  

異化ホルモンであるコ動チヅー軋変掛削鍼細  

広路を奴暁する指標とLてアミラ岬ゼを瀾竃Lた 

レジスタンストレーニンダほ週2画を敬則と  

L」ほ週間実施Lた，なお、トレーニンダは塁4  

時3（j浄㌦16時の闘に行イコた。ノ対象者は体力ト  

レーニンダ室に剖潜L、ウオーミンダア1ブザとL  

てストレプチンダを五0分閲、自転車エルニトヌ岬  

ヤCOMB7AEROBIKEEZlり1：コ；ヒ托ju：子ヒ  

を摘曾憫暦一つた。自転車エJLJゴメ紳汐の取掛よ  

心拍数が靴巨ルー粉塵頗となる穏餐とLた〔レシ  

鼠タンストレーニンダほ、レ㌧gダ七ニタブ㌣チエ〆シ≡  

ント観閲医噴株式卦軋、レ∵ダブレス、ヒノブ  

筑波大学た学院凍、間緻倉科学研発給ぎ体爾科学系j   
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アブダクション、ヒップアダクション（Nautilus  

Nitro社）の4種目七した。トレーニング強度の設  

定は、運動の慣れの期間を4週間設け、1・2週日  

は1RMの20％の負荷を15匝Ilセット、3・4週日  

は1RMの30％の負荷を15回2セット、5週目以  

降はIRMの40％の負荷を15回2セットとした。  

なお、各セット問および各種目間の休息時間は2  

分間とした。   

なお、トレーニング中は監督者をつけ、トレー  

ニングが正しく安全に行われているか観察し、配  

慮した。  

結果および考察   

本研究の12週間の低強度レジスタンストレー  

ニング後に下肢筋力は明らかに増大した（図1）。  

また、ウエスト周囲径およびウエスト／ヒップ比  

がトレーニング後に明らかに減少した（表1）。こ  

のことは、最大挙上重量の40％前後の低強度の  

レジスタンストレーニングにおいて、筋力の向上  

および身体組成の改善をもたらすことを示してい  

る。トレーニングにより除脂肪体重の増大はみら  

れないため、本研究で得られた筋力の増大は、主に  

神経系の要因が関与している可能性が推察される。   

筋力増大や筋肥大に効果的な連動タイプとされ  

るレジスタンス運動と唾液中ストレスマーカーと  

の関連性について検討した（表2）。しかし、タン  

パク合成に関わるテストステロンやDHEAに明  

らかな変化は認められなかった。また、コルチ  

ゾールやアミラーゼもトレーニングによる変化は  

認められなかった。この要因としては、今回用い  

たトレーニング負荷が低強度であったことや、高  

齢者を対象としているため加齢による生理機能の  

低下が影響している可能性が考えられる。若年者  

を対象としたレジスタンス運動により血中テスト  

ステロンやコルチゾールの応答を示す報告がなさ  

れている。一方、女性の血中テストステロン濃度  

は男性の約20倍低く、運動に対する応答性も低  

いことが示されている。本研究では、閉経後女性  

も対象者として含まれているため、ホルモン環境  

の性差も本研究の結果に影響した可能性が考えら  

れる。   

本研究では、運動効果を評価す指標として唾液  

中ストレスマーカーの有用性について検討を試み  

たが、低強度のレジスタンストレーニングにおい  

ては明らかな変化は認められなかった。しかし、  

運動効果を評価する指標として形態的側面だけで  

はなく、生体内ストレス応答を評価することで運  

動による機能的な効果を把握することも重要と考  

（A）Logpro＄＄  （B）Hipaddu虎ion  

（kg）  

トレーニング前 トレーニング後  

図1．高齢者における低強度レジスタンス運動トレーニングによるIRMの変化  

平均値±標準偏差  

＊p＜0．05vsトレーニング前，＊＊p＜0．01vsトレーニング前   
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表1 ．高齢者における低強度レジスタンス運動トレーニングによる身体組成の変化  

トレーニング群  コントロール群  

トレーニング前 トレーニング後  トレーニング前 トレーニング後  

年齢（yoaわ   

身長（Gm）   

体重（kg）   

体脂肪率（％）   

脂肪重畳（kg）   

除脂肪体重（kd   

ウエスト（¢m）   

ヒップ（¢m）   

ウエスト／ヒップ比  

67．2±3．8  69，5＝ヒ3．3  

60±10．5  

28；ヒ9．6  

16±7．5  

43＝ヒ9．9  

83＝ヒ9．7  

97±7，8  

0．9＝±0．06  

157．7±8．2  155．5±10．6  

57．9±11．2  56．6±10．1  59．4±10．3  

25．2±7．5  22．6＝ヒ8，9  28．2±10，6  

14．5±5．2  13，0：±6．3  16．7±8．3  

42．8±臥6  42．9：±9．7  41，4±8．2  

81．7：±9．7  76．1±9．0＊＊  83．4±9．74  

91．8＝ヒ5．8  91．1＝ヒ8．6  96．3士6．6  

0．89±0．08  0．84±0．06＊＊    0．87±0．06  

平均値±標準偏差  
＊＊P＜0．01vsトレーニング前  

衷2．高齢者における低強度レジスタンス運動トレーニングによる唾液中ストレスマーカーの変化  

トレーニング群  コントロール群  

トレーニング前 トレーニング後  トレーニング前 トレーニング後  

アミラーゼ（∪／mI）  64．59±32．3  52．9±19．6   

DHEA（pg／ml）  1275．4±167．0 1190．4±160．2   

コルチゾール（ug／dl）   0．8±0．2  0．6±0．3   

テストステロン（pg／mI） 345．7±55．8  322，9±23．7   

52．0±21．5  54．9±44．6  

1328．0士145．3  1256．4±204．7   

0．5：土0．2  

346．6±52．5  

0，8±0．1  

371．6±34．1  

平均値±標準偏差  

オマーカーを用いて生体内ストレス応答を客観的  

な指標を用いて評価することは運動効果を把接し  

ていく上で意義があると考えられる。さらに、検  

体の採取が非侵襲的で簡便な唾液を検体として用  

い、唾液中に含まれるストレスマーカーと運動効  

果と関連性について明らかにすることは、高齢者  

の運動効果を把接するための新たな指標として期  

待できると考えられる。   

えられる。今後は、運動内容や運動種目、対象者  

など様々な視点から検討する必要があると考えら  

れる。  

まとめ   

本研究では、高齢者の運動効果を評価する国子  

として唾液中のストレスマーカーの有用性につい  

て検討を行った。高齢者においても運動により心  

身の機能を改善することは知られているが、バイ  


	0193.tif
	0194.tif
	0195.tif

